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(1) 造血系細胞として胎生 14 日目のマウス
胎仔肝臓細胞、ストローマ細胞として DAS 
104-4、DAS 104-8A または DAS 104-8B 細胞
株、また三次元培養担体としてポリビニルホ
ルマール  (PVF) 樹脂多孔質体（平均孔径 





























































未分化な細胞の増幅率は DAS 104-4 細胞株
















































) ストローマ細胞の固定剤に GA を用い、
では、B 細
表３. ストローマ細胞（DAS 104-8B）の GA 
 
) 有機溶媒であるアセトンを三次元培養ス
処理方法 三次元凍結保存 FA 固定処理
赤芽球 0.13  　 0.05  　
B 細胞 2.4   　 1.8   　
造血前駆細胞 1.9   　 0.11  　













ストローマ細胞株 DAS 104-4 DAS 104-8A
赤芽球 1.0 　 0.4 　
B 細胞 2.3 　 10.6 　
造血前駆細胞 25.5 　 16.9 　








固定処理方法 GA 固定 (三次元) GA 固定 (二次元)
赤芽球 1.1   　 0.82  　
B 細胞 3.4   　 3.7   　
造血前駆細胞 5.1   　 3.3   　
























































































赤芽球 0.84  　
B 細胞 3.2   　
造血前駆細胞 4.8   　
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